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問�環境政策課　 （584）4691　 （584）4818Act LocallyAct Locally
「あしもと」の行動から世界の環境を守る ～環境学習都市宣言のまち～

映
ば

える 守山の水辺百選巡り
環境学習 イベント情報

時�9月9日（土） 午前9時～午後3時30分
集合場所　市民運動公園 第3駐車場
内�山賀川の石臼の塀、大庄屋諏訪屋敷、美崎公園などを
巡ります。

定�15人
￥3,500円
　（昼食代・入園料・保険代など含む）
申�電話で下記へ申し込み。
問�認定NPO法人びわこ豊穣の郷　
　 （583）8686　 （558）5007

・�琵琶湖のごみや、ごみが溜
まっているのを見てごみを
減らそうと思いました。
・�これからは自分が住む地球
を自分で守りたいと思いま
した。

� （環境センター見学者より）

参加した人のメッセージをもとに、
さまざまな環境活動を紹介するシリーズです

山賀川石臼塀のある水辺
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時日時　所場所　内内容　講講師　出出演　対対象　定定員（特記のないものは先着順）￥費用
連連続で参加が必要　持持ち物　申申込方法　他その他　問問い合わせ　有有線電話

赤野井湾の湖底ごみをキャッチ
　赤野井湾再生プロジェクト（赤野井湾の再生に向けた活動をする
団体などで構成）の主催で、湖底ごみの除去と外来水生植物（オオバ
ナミズキンバイなど）の駆除活動が行われました。今年で6回目とな
り、関係団体をはじめ、市内自治会や企業、地元漁業組合、大学
生、市職員など約90人のボランティアが参加しました。
　胴長班は漁船と協力し、レーキを使って湖底の泥に混じったプラ
スチックごみなどを引き上げて洗浄・分別。オオバナ班は湖岸で水
陸に繁殖した外来植物を、幹や葉の一つまで丁寧に駆除。汗びっ

しょりになりながら活動していま
した。
　昨年の湖底ごみ除去活動では
自然に還らないプラスチックご
みが全体の72.0％あり、今年は
61.9％、回収したごみの総重量
も若干ですが減少しました。
　活動場所が違うので赤野井湾
再生の成果とまではいえないか
もしれませんが、参加者や市民
の環境への意識がより高まるよ
う、今後もこの活動を継続してい
きます。

回収した湖底ごみ
今年度 前年度参考

重量（kg）割合（％）重量（kg）割合（％）
ビニール袋類 72.0 49.5% 24.9 16.2%
農業系プラごみ（あぜ板） 7.0 4.8% 33.5 21.9%
トレイ・容器類 1.3 0.9% 25.1 16.4%
ペットボトル 0.8 0.5% 0.9 0.6%
その他プラごみ 9.0 6.2% 26.1 17.0%
プラスチック以外のごみ 

（カン、ビン、金属、ガラス、布など） 55.5 38.1% 42.9 27.9%

ごみ総重量 145.6 100.0% 153.4 100.0%
うちプラスチックごみ 90.1 61.9% 112.5 72.0%


